








要約:事故予防のための安全教育について、病院における母親教育の方法について検討し

た。従来の啓蒙・教育の方法は母親にとっては受け身の教育であり、その機会も単発的、

断続的であった。 母親の教育方法についての発想の転換を試み、院内での母親の集いを

有料とし、目的意識を持った自発的な参加形式とし、母親同士の意見交換の機会をもうけ

た「母親の集い」を催してきたので、その経過と運営の実際、母親の反応などについて報

告する。


